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緒　言
馬介在活動及び療法（Equine-Assisted Activity and 

Therapy 以下，EAAT）に関する研究は，1970 年代
におけるドイツの報告を皮切りに，近年は，身体機能
面の変化に関する報告が多くみられる。本邦での保護
者への質問紙調査も散見されるが，単一施設でのもの
であり，複数施設に対して実施した調査は見当たらな
い。また，EAAT の詳細と保護者が EAAT に期待す
ることについて，これを直接取り上げてその内容の詳
細な分析を行った研究は存在しない。

本研究の目的は，収斂的混合研究法の観点から，児
童の障がい像や保護者の EAAT への期待を明らかに
することである。

方法 /手続き
EAAT の参加児童の保護者 174 名に，無記名自記

式質問紙を配布し，対象者には，説明文をよく読み本
研究への参加を同意する場合のみ質問紙への記入を行
い郵送にて送付することを求めた。なお，「調査の参
加は自由意思である」こと，「プライバシーは完全に
保護される」ことや「調査参加に同意されない場合で
も，あなたやお子さんが不利益を被ることは一切な
い」ことを記した。質問紙は 1）選択肢を選択させる
設問，2）自由記述する設問の 2 種類から構成された。
データ解析には，Man-Whitney-U 検定を用いて，有
意水準は 0.05 とした。解析には，JMP Pro 12 for 
Windows を用いた。一方，自由記述された内容の分
析には，Berelson, B. の内容分析の手法を用いた。

なお EAAT に用いられた馬は，適正に飼育され，
かつ障がい者乗馬用の訓練を受けた個体であり，さら
に本研究は昭和大学保健医療学部倫理委員会にて承認
を受けた（平成 29 年 5 月 17 日付・承認番号：第
388 号）。

結果及び考察
有効質問紙は計 52 部であった（回収率：29.9％）。

児童は，重度身体障がいを有する児童が半数と多く
（表 1），それらの児童は活動頻度や 1 回当たりの時間
等 EAAT を受ける機会が有意に限定されていた（表
2）。一方，保護者の期待では，《乗馬を通して得られ
る効果》として『認知心理面の発達』を期待する記述
が最も多く，次いで『身体機能・能力向上』で特に体
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表 1　対象児の属性
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幹機能向上についての期待が特徴的であった。さらに
《乗馬に関する制度や運営への要望》が期待すること
として抽出され（表 3），「乗馬機会の向上」を期待し
た保護者の児童は有意に長期間 EAAT を経験してい
た（表 2）。

今後の EAAT の発展には，保護者の期待が多かっ

た認知心理面・身体機能面へのさらなる対応が望まれ
る。さらに公的制度の見直し・整備も併せて重要であ
ると考える。

なお，本研究は平成 29 年度昭和大学大学院保健医
療学研究科修士論文の一部である。さらに，本研究の
一部は第 52 回日本作業療法学会（名古屋市　2018）
にて発表した。
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表 2　各変数を従属変数にした場合の各群間の差の検定

表 3　今後，保護者が「乗馬及び，馬に関連する活動」に期待すること
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